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再編計画案では、東中と広島中を統合して校舎を広島中学校に設

けるという内容となっています。

3年間の準備期間に東中と広島中の代表者が対等に話し合う（仮

称）統合準備委員会を設けて新たに学校を作るという目線で十分

に検討していきたいと考えています。

作成した基準では、中学校ではおおむね６㎞までは適正な通学範

囲となっています。通学手段については該当する保護者の方々の

御意見を十分に伺いながら検討したいと考えています。

保護者の方々の御意向にもよりますが、例えば現在小学５年生の

児童が東中と広島中に入学する際に制服を変えて令和７年の統合

の際には同じ制服となる方がよいということになればそのように

準備をしたいと考えています。

東中が広島中へ吸収されるのか、あくまで広島中の校舎を利用し

て新しい学校となるのか。

統合となったときには子どもに不利益が無いように配慮してほし

い。

スクールバスを運行する予定はないのか。自転車やバスは各家庭

で選択が可能か。

制服の扱いはどうなるのか。

学校再編計画（案）についての意見交換会での質疑応答

他校との交流を増やして東中を存続させる道はないのか。

東中でがんばったことは内申書に記載されることになると考えて

います。また、3年間の準備期間の間に両校の交流の機会を増やす

ことにより両校がスムーズに統合できるようにしていきたいと考

えています。

現在の教育課程のなかで他校との交流をずっと続けていくことは

難しい面があると考えています。

質問・意見 教育委員会回答

登下校にはスクールバスの運行を希望（土日の部活の登下校はど

うなるのか。部活で下校の時間が異なるが対応は。）。

通学手段に関しては令和７年の開校までの間で該当する保護者さ

んと話し合いのうえ最適な方法を検討します。

統合が受験の際の内申に影響しないのか。
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アンケートは小学校３年、５年、中学２年の児童生徒とその保護

者、それから町内の幼稚園・保育園に通う５歳児の保護者の方々

に対して学校の適正規模・適正配置についてのアンケートとして

実施しました。

現在の広島中の通学路を利用することになると思いますが、通学

路整備５か年計画に基づき整備を行っていきます。

子どものこころのケアについては基本的に担任が行うことになり

ますが、各中学校にはさわやか相談室が設けられておりスクール

カウンセラーも配置されています。全校体制で対応できるよう準

備したいと考えています。

新しい学校として新しい部活を作っていくということで新たに部

活を選択することになると考えています。

巡回バスについては選択肢の一つとして説明をしました。通学手

段については保護者の方々の意見を十分に伺いながら検討したい

と考えています。

通学路の安全確保については十分に検討します。

東中と広島中を統合して東中の校舎を利用することは東中の校舎

のキャパシティから難しいと考えました。また、広島中を分割す

るという案の検討はありませんでした。

原則としてお住まいの市町村の学校に通っていただくことになる

と考えています。

昨年度実施したアンケート調査はなぜ中２のみだったのか。直接

関係する保護者や子どもに確認してほしかった。

広島中までの通学路の道路の整備は考えられているのか。

統合の際の生徒の心のケアは。

統合の際には生徒は新たに部活を選ぶことになるのか。

巡回バスの利用は利用人数の面からしても難しいのではないの

か。

船戸橋を渡るには危険があるのではないか。

生徒の安全面を考慮して広島中を分割する案はなかったのか。

春日部の江戸川小中学校へ通うことができるよう調整してもらい

たい。
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22 東中が廃校となった場合、避難所などの問題はないのか。

東中が廃校となった場合の跡地利用については、また別に議論す

ることになります。東中は緊急指定避難所という位置づけとなっ

ていますので、体育館のみを残すといった選択肢もあるのではな

いかと考えています。

再編計画案として初めて具体的な統廃合の案をお示しさせていた

だきました。今回の意見交換会にて皆様の御意見を伺えればと考

えています。

他の自治体の事例を参考にすると両校の保護者や教職員の代表の

方々が委員となっています。また、委員会のなかでも制服の部会

などに分かれている例があります。

学校再編は少子化が進んでいて学校が小規模化して行くことで教

育に良くない影響が出る懸念があることから検討がスタートして

います。生徒にとって１学年１学級という環境がはたしてよい環

境かどうか検討したうえでの再編計画案となっています。

通学手段等の詳細については、（仮称）統合準備委員会にて決め

させていただければと思います。

計画決定後には、（仮称）統合準備委員会にて保護者の方々との

調整を行っていきたいと考えています。

広島中の生徒の一部を東中に通学させることになると広島中も小

規模校になってしまうことになりますし、広島中を杉戸中と東中

に分割することについては町の年少人口の分布など様々なことを

考慮すると難しいのではないかと考えます。

私たちも子どもも統合案を聞いてびっくりしている。

（仮称）統合準備委員会委員の人選はどうなるのか。

学校区を全体的に見直して東中学校を残すことは検討しなかった

のか。

通学手段等、もう少し詳細を決めて再度説明会をすべきではない

のか。

計画決定後に説明会はあるのか。

広島中を分割する案も検討してほしい。


